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2.制 限 つきの 自治(1910-1931年)
3.半 自治(1931-1948年)
4.独 立へ の動 きと独立後 の政治
5.1972年 前後 の議会制度
∬ 地 方政治
1,現 在 の地方 自治体
2.地 方 自治の復興
3.地 方 自治 一1920年 か ら1931年 まで
4.地 方自治 一1931年 か ら1948年 まで
5.独 立後 の地 方 自治
6.チ ョクスィー委員会勧告 とその後 の地方 自治
皿 おわ りに
第2章 イ ンド移民 の研究
1海 外 のイ ン ド人問題
1.海 外 のイ ン ド人
2.移 住の歴史的背景 と移住 先国の分類
3.契 約労働制 と海外の イ ン ド人問題
4.イ ン ド人 問題 の民族的経済 的社 会的背景
Hセ イ ロンに おけるイ ン ド移 民
1,移 住 の歴史的背景
2.カ ンガー ニィー制度
3.季 節労働者 か ら定 着労働者 へ
4労 働者の社会的状況
5.労 働者の政治的状況
皿 イ ン ド人労働者の現状
L脱 プ ランテーシ ョン化の社会的背景





皿 イギ リス支配下 の教育
1.コ ー ルブル ック委 員会来島 まで
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2.コ ールブルック委員会来島後
3,仏 教 と ヒン ドゥー教
4.1901年 の セ ンサス
5.1920年 の教育 法成立か ら ドノモア委 員会来 島 まで
6.ド ノモア勧告 と教 育改革一 と くに農村教 育計 画について一
7.1939年 の教 育法










第4章 青年 入植計画の現状 と問題
1失 業問題
丑 ム ッ トゥアイヤ ン ・カ ッ トゥ ・クラム計 画
1.調査 の概況
2.計 画の6年 間の歩み







Vお わ りに 一計画 の問題点 と展望一
終 章
3.論 文 の内容 はおおむね次の通 りであ る。
序 章において、著者 は、 セイロン社会 の社 会問題 と して、民 族的対立、失業問題 、食糧問題 を
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と り上げた理 由を述 べ、と くに民族的対 立が公用語 、宗教 、教授用語 、市民 権問題 に反 映 してい
る情況 を説明 し、青年 入植 計画 を、 これ らの 社会問題 解決の ための方策 の1つ として位置 づけ、
研究 の意図 を説 明 している。
第1章 、 第2章 においては、民族的対 立の歴史的背景が とり上げ られてい る。 セイロンには、
11世紀 にイ ン ドか らタ ミール人が侵入 し、 また16世 紀 には、 ポル トガルが植 民地 を経営 した。
それ 以来 、第2次 大戦後 独 立するまで、 オ ランダ、 イギ リスの支配 を うけた。 イギ リスの支配の
下 で、植 民地経営 の必要か ら、多 くのイ ン ド・タ ミール人が、 プラ ンテー ションの労働 力と して
移入 され た。こうい った事情か らセイ ロン社会は、原 住の シンハ ラ人、 セイロ ン ・タミール人、
イ ン ド・タミール人、 ヨーロ ッパ系、回教 徒系とい う諸民族 の居住 する多民族社会で あ り、 と く
に シンハ ラ人 と タミール人 との間 に、深刻 な民族 的対 立がある。著者 は、多 くの文献資料を駆使
して、 この歴史的背景を説 明 してい る。第3章 は、 セイ ロン社会の教育問題 の分析 にあて られて
いる。 セイ ロンの伝統的教 育組織 が西欧諸国の支配 の下に、 どのよ うに変 え られて きたのかが、
主 と して制度史的観点か ら究明 され、現在 の教育 問題 とのかか わ り合 いが叙述 されてい る。 セイ
ロンにおいては、 と くに イギ リス支配 の下で、 その前 の支配者 たるオ ランダの宗教 的影 響を除去
す るために、普通教 育がかな り推進 され たが西欧 化や文科系教育 が重視 され たため、独 立後 、セ
イ ロンの民族的背景 に即 した教 育や職 業、技術教育を 行な うにあた って指導 者が不足 し、 また、
大学卒業者の失業を招来 してい る情況 が明 らか にされ ている。第4章 では、 セイ ロン政府 によっ
て実施 されてい る青年入植計 画の性格 およびその問題点 が指摘 されてい る。著者 は、北部 のム ッ
トウアイヤ ン ・カッ トウ ・クラム地 区と南部 の ヤ ッタパー タ地 区において、1969年 と1974
年 、2回 にわ たって現地調査 を行な った。著者 はそれぞれ の地区の計画の概要 、入植者 の性 格、
農業の情 況、定着 と生活情況 等を分析す ることによ り、これ らの計画の成功には、 自然的情況へ
の配慮 と ともに農産物 の需給 および価格の安定政策 が必要であ ることを明 らかに した。終章 にお
いて、著者 は、 セイロンの社会 問題解決 には、シ ンハ ラ人 とセイロ ン ・タミール人との間 の対 立
を弱め るため、言語 の壁 を除去 して交流す る必要 のあ ること、 イ ン ド・タ ミール系の移住民 の生
活を向 上し、教育 水準を高 あ るため、最低賃銀 制 を認 める必要 があ ること、失業問題解決 のたあ、
青年入植 計画を いっそ う推進す る必要 があ ること、文科系 の大学卒業者に農 業指導者 と しての訓
練を与 えること、社会 問題解決 とい う社会的要請 に応ず るために、教 育の質的改 革を行な うこと
を提 案 してい る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
この論 文 は、 セイロ ンを対 象と して、国民社会 とい うレベ ルの社会学的分析 を行 ない、その社
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会 の もつ基本 的問題 の解 決の方向を さぐろ うとす る もので、 その構想 には、か な り独創 的なもの
が認 め られ る。 また、著者 が セイ ロンの社会問題 の基礎 に、 シンハ ラ人 と タミール人の民族的対
立があ るとみて、その発生 の歴 史的背景を究明 したが、 この研究 の方 向は適切であ り、 セイロ ン
の社会 問題 を解 明す るこ とにおいてか な りの成功を おさめて いるとみ ることが できる。 セイロン
社会 については、学 問的 には歴史的研究の成果 がい くつかあ るだ けで、 その社会学 的研 究は きわ
めて乏 しい現状 か らみ て、この論 文は、 セイロン社会の研究 に新 しい方向を打 出 したもの として
高 く評価 され る。 また著者 がセイ ロンに関す る文献を可能な限 り渉猟 し、その論 述の裏 付けに利
用 しただけでな く、通算20ケ 月 にわた り、現地 に滞在 し、 シンハ ラ語 とタ ミール語 を習得 して、
住 民との密接 な 人間関係 を結 び、そのなかか ら問題 を究明 したことにより、この論文 に は、単 な
る統計的説 明や理論的研究 には見 られ ない地 につい た重 みを感ず ることがで きる。
しか しなが ら、 この研究 には、 さ らに望 まれ る点 も見 うけ られ る。その1つ の例 として、この
論 文では セイロ ン社会の経済構造 やこれ と関連 した社会構 造の分析 が必ず しも充分 行なわれてい
ないことが指摘 でき よう。 も し、 この研究で セイロ ン社 会の民族 問題 や失業 問題 を階級 や カース
ト構造 との関連 でみ るな らば、問題 を さ らに明確化 しえたであろ うと惜 まれ る。 また、 この論文
で は各社会問題の間の有機的関連 が必ず しも明確とはいえない し、方法論 的にい えぱ、全体社会
の構造変動 分析 と地域社 会の現地調査 とを いかに結 びつけ るかとい う困難 な課題 の克服 に充分成
功 した とはいえない点 もある。
この よ うに、この論文 には今 述べ た問題点 があ るに もかかわ らず、 セイ ロン社会 の構造 と変動
を分析 し、 そこにお ける教育の機 能を明 らか に し、社会問題 の解決 の方向を示唆す るという研究
の 目標 はか なり達成 され てい るとみることがで きる。 と くに、わが国において、 セイ ロン社会 に
ついての研究 業績 も少な く、その大部 分が言語 的、歴 史的研究 に偏 してい る現状 か らみて、この
研 究は 、新 しい研究 方向を開拓 したものと して、学界 に重要 な貢献 を したものと認 められ る。
よって、教 育学 博士の学位 を授与す るに適当 であ ると認 め られ る。
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